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要旨：本研究は、 平成１３年度の大東町の食文化の変遷と住民の生活の質の変化に関する研究 （第阯報）

から伝統食の伝承と住民の意識について示唆を得たことを受けての継続研究である。 伝統食が目常の食

卓にどの程痩とりこまれているのか現状を短り、壮年期世代の伝統食の伝承に関する認識を明らかにす

ることを目的と した。 滋象は、 町内の企業に勤務している町民および自立経営農業研究会に所属する町

民の 計 逃０３名 で ある。 結 果は 以下 の通 りで ある。

１） 伝 続 食と して 認知 され、 実 際食べ るこ とが あり、 料理 でき るの は、 芋汁・ と ろろ ご飯、 落花 生の煮

豆、 お なっ と うで 比較 的伝 承 されて おり、 おひ ら、 戦 国汁・祭 り汁、 呉汁 に つい て は どの項 目にお い て

も 低かっ た。

２） 伝承の機会と考えられる地域での共食の機会は、 年齢が若いほど習慣がなく、 手作りの食事で会食

す るこ とは、 どの年 齢 階層 にお いても 少 なかっ た。

３） 伝統食の伝承の意欲は約４割に認められたカミ、 伝承の機会のある者は約 １割であった。

４） 食に関する価値観および伝統食の伝承の意欲は、 健康習慣の得点と関連のあることが示唆された。

健康に良く優れているといわれる伝統食であるが、伝承に向けての介入方法の検討が今後の課題である。

Ｉ． は じ め に

近年、 全国各地で伝 統食 を引き継いでいこう

と い う 敢 り 組 み が 行 わ れ て い る王）～３）
。 目本 の

伝統的な食事の内容は、 健康 にとり優れている

と い わ れ て き た が、 生 活 様 式 の 変 化 に よ り、

員 々 の 食 事 は大 き く 変 化 して き た考）
。 そ の よ う

な申で昨年度、 犬東町内の 剣こ関遵 した自主グ

ル ープ の女 性の 方々 を対 象に 行っ た伝 統食 の

実態と意識調査の結果、
大 東町では、 季節の野

菜 を利用 した昔 か らの伝 統料 理カミ今も 残っ て

い る こ と が わか っ た。 そ して、 伝 統食 を 意 義 あ

る も の と して と ら え、 次 世 代 に伝 承 して い き た

い と の 意 識 が 高 い こ と が明 ら か に なっ た。 しか

し、 実際 に伝統食を知って いて調理するという

世代 は ５０～５９ 歳 以 上 に 多く、４０ 歳 前 後 を 境 に

若 い 捲 代 で は割 合カミ急激 に減 少 して い た６）
。 伝

統 食 とい うの は、 そ の 地 域、 家 庭 で共 に料 理 を

し、 共 に味 わう こ と で そ の 味 を引 き 継 い で いく

もの である。 また味覚の形成される子供時代に

何 を食 べる かカミそ の後 の食 生 活に も影 響 を与

え る と 思 わ れる。 そ こ で、 伝 統 食 を伝 承 して ゆ

く に は、 目冷 の 食 事 を作 り 次 世 代 に伝 完て い く

役割 を担 う壮 年期 世代 の認 識 が鍵 にな るの で

はないかと考完た。 今回は伝統食の伝承 につい

ての認識と、 目常の食卓に取り入れている 実態

について調 査し、 さらに健康習慣との関連につ

いても考察を加 完たの で報告 する。

巫． 研 究 目 的

伝統 食添目 常 の食 卓に どの 程 度とり こま れ

て いるのか現状を知り、 壮 年期 世代の伝 統食の

伝 承 に関する 認識 を明 らかに す るこ とを 目的

と す る
。

１皿． 研 究 方 法

１ 対象

町内の４企業に勤務する 町民で調 査に 脇カ淡

２１



得られた３０７名 およぴ、 自立経営農業研究会 に

所属する町 民で調査に臨カが得られた２０３名 の

計５１０名 のうち同意の得られた４０３名（回収率

７９．０ ％） で あ る。

２． 調 査 期 闇

平成 １４ 年 １１月 １３ 目 か ら １２ 月 １３ 目の 期 閻

に 実施 し淀。

３． 調 査 方 法

無記名 自 己記 入 式質 間調 査紙 を用 いてア ン

ケー ト調 査 を お こ な っ た、 調 査 に際 して は、 企

業の産 業保 健師 およ び担 当者 に依 頼 して調 査

用紙を配布 し、 回収箱を置く留 め置き調査と し

た。 ま た、 自 立 経 営 農 業 研 究会 につ いて は、 役

員会の席で調査依頼の了承 を得て後、 役員には

その場で調査用 紙を配布した。 役員以外の自立

経営 農 業研 究会会 員 に は調査 を受 け入 れた 経

緯 を記載 した会長 名 の依 頼文 を添 えて 会貴個

人宛に郵送 した自 回収は同封の封筒 により郵送

する留め置き調査と した。

４． 倫 理 的 配 慮

調査結果は数量的に処理 し、 研究目的以休に

は使用 しないこと を口頭およ び文書で伝 えた。

５． 調 査 枠 組 み

１） 目常の食卓における伝 統食の 実態

（野菜類の入手法， 伝 統食の認短， 伝統食の 調

理， 食習 債）

２） 伝統食に関違 した食に 関する価値観

（旬の食材 の価値， 栄養素の価値、 加工食晶の

緬値， 地 場産晶の栖値）

３） 伝統食に 関する知識・情報

８７，３％ で あ り、 性 別 は 約 ６ ： ４ で 男 性 が 多 かっ

危。 家 族構 成 で は 三 世代 同 屠 か 最 も 多く ４３．９％、

次 い で 夫 婦 と 子 供 の核 家 族 添 ２６，５％ であ っ た。

屠住地区の分布 は ７ 地区に労けると ２９ 人から

８０人の範囲の分布 で全町にわたってい危。味覚

秘形成される時期 とい われる １３ 歳頃までを大

東 町で遇 ごした人 と過 ごしてい ない 人の 眈率

は 約 ６： ４ で あ り、 味 覚 が 形 成 さ れ る １３ 歳 頃

までを大 東町 で過 ご した人の ほうが 多かっ たむ

家 庭 で の 主 な 調 理 者で あ る 人 は ３３．１％ で あ り、

家 庭 での 主 な 調理 春 で はな い 人 は ６６．９％ で、 家

庭で の主 な調 理者 で はない 人 のほう が多 かっ

た。 農産物 の生産にか かわっている生産者 １８５

人 （４６．１％） の 内 訳 は、 専業 農 家 １０５ 人、 兼 業

農 家 ４３ 人、 家庭 菜 園 ３７ 人 で あ り、 非 生産 者

２１６ 人 （５３．９％） と ほ ぼ 半々 で あっ た。

泰１ 調 査対象 者の 特性 （冒４０３

隼齢 ３０歳未溝

３０～３９轟

４０～４９竈

５０～５９歳

６０歳 以 上

４３ 人

１◎３

羽２

１３７

８

１０
．
７ ％

２５
，
６

２７
，
８

３４幻

２
．
０

憶別 男性

女性

未記入

２４９ 人 肌６ ％

１４９ ３７
．
４

５

家族構成 単身

夫婦のみ

夫婦と手供

三世代同居

四担代同屠

その他

未記入

２４ 人

３１

１０５

１７４

１７

４５

７

６
．
１ ％

棚

２６，５

４３
．
９

谷３

１榊

（食養につ いての意識）

４） 次世代へ の伝承の 可能性

（地域の 食習慣， 伝承の意欲， 伝 承の機会）

５） 健康習慣

（ブレス眞一の ７つの健康習慣）

６． 分析 方 法

調 査結 果 の 統計 処 理 はＳ Ｐ Ｓ Ｓ を用 いた。

居 住 地 区 上 佐 東、 下 佐 東

上 土 方、 土 方、 下 土 方

睦 三、中

三井

夫 坂、東 犬 坂

三 井、浜 野

手 湊 東、 手 浜 西、国 浜

秦記入

４９ 人

５３

６２

２９

５１

７５

８◎

４

１２
．
３ ％

１３
，
３

１５
．
５

７
，
３

１２
，
８

１８
．
８

２α、

π． 結 果

疎覚形成期 夫東町で過ごした ２３フ火 ５９つ ％

夫頁町で過ごしてい 楓、 １６５ ４棚

朱記入 １

主謂理者 はい

いいえ

未記入

、３３ 人 ３３．１ ％

２６９ ６６
．
９

１

１． 対 象 の 背 景 （表 １）

調査対象者は、 年齢３０歳～５９歳の壮年期が

農産物生産 生産肴

非生産看

未記入

、８５ 二ｋ ４６，１ ９る

２１６ ５３
．９

２

２２



表２ 野菜類の主な入手方法 〔 ＝４０３

スーパー 自家製 その他 無回答

全 体 ２３、（５７二３９６） て２８（３、
．
８９危） ３８（９二４９る） ６（司

．
５９危）

年 齢 ３０歳未溝

３０心３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０歳以上

３４（フ９．１９る）

７４（７篶８９６）

５８（５１二８９６）

６４（４６二７９６）

１（、２５ ％）

５（１１，６９６）

２１（２０，４９６）

糾（３９１３％）

５４（３９１４９６）

４（５◎匁 ％）

１（２１３ ％）

７（６８％）

９（８．Ｏ％）

１８（１３，１
９６）

３（３禍 ％）

３（７① ％）

１（柵％）

１（０．９％）

１（０、
フ％）

控 別 男性

女牲

１６ｊ（６４二７９る）

６７（４５二０９６）

５８（２３二３９６） ２４（ ９二６９６） ６（２二４９台）

６８（毎５二６９る） １４（ ９４９６） ＿

家族構成 単身

夫婦のみ

夫婦と手供

三世代同居

四世代同居

その他

１８（７５二０９る）

２３（７４２９６）

８３（７９二０９る）

６６（３７三９９６）

７（幻２％）

２９（６冬４９６）

２（ ８３％）

２（ ６
．
５％）

１５（１４二３９６）

９１（５２．３㌢６）

８（４７
，
１９６）

８（η渇％）

６（１９４％）

７（ ６．７％）

１５（ 帥 ％）

２（１１８ ％）

８（η１８％）

蜘 ６，
７％）

２（ ｌＩ１％）

味覚形成 大東町で過ごじた

期

大東町で過ごしていない

１２４（５２二３９る）

、０６（６４三２９６）

８３（３５二０９６） ２８（１１二８９６） ２（ ０二８９６）

４５（２７三３９６｝ １０（ ６，１
９６） ４（ ２

，４９６）

主調理春 はい

いいえ

６５（蝿９％）

、６５（６篶３９６）

５５（４１二４９６） １３（ ９二８９６） 一

７３（２７．一９る） ２５（ ９三３９６） ６（２
，
２９６）

農産物生 生産者

産

非生産者

６１（３３二０９６） １０５（５６，８９６）

１６９（７８２９る）

】８（ ９
．
７９る） １（ ０

，
５９６）

２３（１０，６９６） １９（ ８二８９６） ５（２三３９６）

“ 未記 入者を 除いて％を表 示した

２． 日 常 の 食卓 に お け る 伝 統 食 の 実 態

１） 野菜類の主な入 手方法 （表２）

伝統食の 基本材料である野菜類の主な入手方

法 は、 全 体 では、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト （以 下ス

ー パ ー と す る） ５７．３％、 自 家製 ３１．８％、 そ の 他

９．４％、 無 回 答 １．５％ と．半 数以 上 がス ー パ ー で あ

っ た。 こ れ を 年 齢 区 分 で み る と、３０ 歳 未 満 で は

ス ー パ ー７９．１％自 家 製 １１．６％ で ある 淋、５０～５９

歳 で は ス ー パ ー４６．７％ 自 家 製 ３９．４％ と 年 齢 が

若い ほどスーパーの割 合が多く， 年齢淡上淡 る

毎に自家製の割合が増加 し、６０歳以上 でほスー

パーより自家製が多かった。 ま た家族構成が核

家 族 で あ る、 単 身、 夫 婦 のみ、 夫 婦 と 予 供 の 世

帯 で は、 ス ー パ ー ７逐．２ ～ ７９．０％ で あ り
、

自 家 製

６．５～１４．３％ に 比較 して ス ー パ ー が 多 か っ た。 し

か し三 世 代 同 居 で は ス ー パ ー３７．９％、 自 家 製

５２．３ ％ で あ り
、

四 世 代 同 居 で は ス ー パ ー ４１
．
２ ％

、

自 家 製 ４７．１％ と なっ て お り、 三 世代 同 居 ・四 世

代同 居の 家 族で はスー パー に比 較 し自 家製 那

多 か っ 危。 ま た 農産 物 の 生 産 者 で は、 ス ー パ ー

３３．Ｏ％、 自 家 製 ５６．８％ と 自 家 製 が 多く、 非 生 産

者 で は
、

ス ー パ ー７８
．
２ ％

、
自 家 製 １０

．
６ ％ と ス ー

パ ー が 多 かつ た。

２） 伝統食の認知と実際の食習慣

前回の調査結 果で判った伝統食のうち、 本 調

査 を 実 施 す る 秋 の 季 節 に 作 る 伝 統 食、 お ひ ら、

戦 国 汁 ・ 察 り 汁
、

呉 汁、
芋 汁 ・ と ろ ろ ご 飯、

落

花 生 の煮 豆、 お なっ と う、 を どれく ら い知 っ て

い る か、 実際 食 べて い る か に つ い て回 答 を求 め

た
。

「知 っ て い る 伝 統 食」、
「料 理 で き る 伝 統

食」、
「食 べ る こ と が あ る 伝 統 食一、

「子 供 が 食

べ る 習 慣 が あ る」、
ギ老 年 者 が 食 べ る 習 慣カミあ

る」 の５項目のそれぞれについて複数回答 して

も らい、 伝統食の認知と実際の食習慣 を比較 し

た （表 ３）、 ま た、 年 齢別、 性 別、 家 族 構 成、

味覚の形成期を大東町で過ご したか、 主な調理

者 か どう か、 農 産 物 の 生 産 者 か どう か、 につ い

て 関 連 を 検 討 した。

晩 っ て い る 伝 統 食」 で は、 芋汁 ・ と ろろ ご

飯 ９４
．５

％
、

落 花 生 の 煮 豆 ８２．６ ％、 お な っ と う

２３
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７６．迎％ が 高 い 比 率 で あ る の に 比 べ、 お ひ ら

１９．１ ％、 戦 国 汁 ・ 察 り 汁 ８．９
茄

、
呉 汁 ７

．
７ ％ は、

伝 統 食 の 認知 淡 低 かっ た。 家 族 構 成 が、 三 世代

１司 居、 四 世 代 同 居 お よ び 農 産 物 生 産 看 で は、

「全 て知 ら ない」 の 回 答 はな か っ 危。

「料理できる伝統食」 では、 どの伝 統食も 晩

っ ている 伝統 剣 に比較 して 比率は 下添っ た。

陶 っている伝 統食」 と 「料理できる伝統食」

の回答者薮を見る と、 知っていてなおかつ料理

も す る の は、 芋 汁・と ろ ろ ご飯 ３８１ 人 申 ２７４ 人

で ７１．９％、 落 花 生 の 煮 豆 ３３３ 人 申 １４６ 人 で

迎３．６ ％
、

お な っ と う ３０８ 人 申 ９８ 人 で ３１，
８ ％

、

で あ っ た。 家 族 構 成 が 単身 者 で は７０．８％ が 「全

て 料 理 しな い」 の 回 答 で あり、 夫 婦の み ３２．２％、

夫 婦 と 子 供 ３１．４％、 四 世 代１司居 ２３，５％、 三 世 代

同 居 １７．２％ に 比 較 し ｒ全て 料理 しな い」 が 特 に

多 か っ た
、

「食 べ る こ と 添 あ る 伝 統食」 の う ち、 芋 汁 ・

と ろ ろ ご飯 ７６．９％、 落 花 生の 煮 豆 ３７．２％、 お な

っ と う ２９．８％ に つ い て は、
ｒ料 理 で き る 伝 統

食」 よ り 比 率 が 高く な っ てい た。
一 方、 お ひ ら

６
．
９％

、
戦 国 汁 ・ 祭 り 汁 ５

．
０ ％

、
呉 浄 １

．
７％

、
で

は、
ｒ料 理 で き る 伝 統 食」 よ り 比 率カミ低 く な っ

て い た。 ま た、 味 覚 形 成 期 の １３ 歳 ごろ ま で を

大 東 町 で 過 ご し危 人 で は、
「全 て 食 べ ない」 は

７，１％ で ある の に 対 し、
味 覚 形 成期 の １３ 歳 ごろ

ま で を 大 東 町 で 過 ご して い な い 人 で は、
ｒ全 て

食 べ な い」 は ２４．２％ と 大 東 町 で過 ご した 人 に 比

較 して 多 かっ た、
「子 供カミ食 べ る 習 慣 が あ るｊ で は、 芋汁 ・ と

ろ ろ ご 飯 ５４．１％
、

落 花 生 の 煮 豆 ３７．２
％
、

お な っ

と う ２５．１
％ に 比 較 し て、 お ひ ら ５

．
Ｏ ％

、
戦 国 汁 ・

祭 り 汁 ６．０％、 呉 汁 １．０％ は少 な か っ た。 家 族 構

成 が四世 代同居で は、
「全 て食べな い」 の回答

はな かっ 危。

ｒ老 年 者 が食 べ る 習 慣 が あ る」 で は、 芋汁 ・

と ろ ろ ご 飯 ６８
．
２％

、
落 花 生 の 煮 豆 ５８

，
６ ％

、
お な

っ と う ５９
．
１ ％ に 艶 較 し て

、
お ひ ら １１

．
９％

、
載 国

汁 ・ 祭 り 汁 ５．５％、 呉 汁 ２．５ ％ は 少 な か っ た
。 ま

た、 ど の伝 統 食 も、 壮 年 期 の 対 象 者 が ｒ食 べ る

二とが ある伝統 鈎 および 「子 供が食べる習慣

が あ る」 伝 統 食 に 比 較 して、
「老 年 者カミ食 べ る

習 慣 が あ る」 の 比 率 秘 高 か っ た。

３． 伝 統 食 に 関す る 節 識 ・ 情 報

「‘‘生 活 して い る 土 地 の 気 侯 ・ 風 土 で 採 れ た

旬 の 作 物 は 縫 康 に良 い’’ と い わ れ て い る こ と を

魚っています か」 および に の考完方を取り 入

れ た いと 思 い ま す か」 に よ り、 伝 統 食 に 関 す る

節 識 ・ 情 報 の 活 用 を み た。

Ｆ“生 活 して い る 土 地 の 気 侯 ・ 風 土 で 採 れ た

旬 の 作物 は健 康 に 良い’’ と い われ て い る こ と を

魚 っ て い ま す か」 と い う 「食 養 の 考 え 方Ｊ
６） に

つ い て
、

「は いｊ２６７ 人 （６６
．
８ ％）

、
「い い 麦」１３逐

人 （３３．３％）、 無回 答 ２ 人 で あっ た。 こ れ を 家

庭 で の 主 な 調理 者 につ い て 見 ると、
「は い」 １１２

人く８４．
２％）

、
「い い 完」２１ 人 （１５．

８ ％） で あ っ た
。

「この考え方を取り 入れた いと思いますか」

と い う 情 報 の 活 用 に つ い て、
「は い」 ２８４ 人

（７０．５％）、
ｒど ち ら と も い 完 な い」 １０９ 人

（２７．０％） 「い い 完」 ７ 人 （１．７％）、 無 回 答 ３ 人

で あ っ た。 こ れ を 家 庭 で の 主 な 調理 者 につ い て

見 る と、
ｒは い一 １０９ 人（８２．Ｏ％）、

ｒどち ら と も

い 完 な い」２１ 人（１５．８％）、
一い い えｊ２ 人（１．５％）

無 回 答 １ 人 で あっ た。

４． 伝統食の次世代への伝 承に関する意識

１） 伝統食の伝承を促進 する杜会生活習慣

（図１）

’■一’ 手作リのオ箏で会オ

する
一 一一 擁 済みの勧を饒入
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中 お磨に臓州 鮒１
× ７仙 る ｒ

〈 →←醐 淋 １
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一 ≡
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図１ 地域の人との会食の習慣

２５



伝 統 食 は、 そ の 地 域や 家 庭 で 共 に 食 事 を し、

共 に 味 わ う こ と で 引 き 継 が 杓 て いく こ と か ら，

項 在近 隣の 地 区の人 が集 ま って 一緒 に食 事

をする習慣淋あるかｊ を俵 統食 の伝 承を促進す

る 杜 会 生 渚 習 慣 を しだ、 全 体 で は、 「お 麿 に 集

ま り 殊 食 す る」１７１ 人 （４２．４％）、 曙 慣 は な いｊ

王５０ 人 （３γ．２％）、
「調理 済 み の も の を購 入 し会

食 す る」 王３７ 人 （３４．０％）、
「手 作り の 食 事で 会

食 す るＪ ３７ 人（９．妥％）、 の 煩 に 多 かっ たむ

全体で最も多かっ た「お店に集まり殊食するＪ

を、 年 鈴 別 恒 見 る と ４０～４９ 歳 鴻．五％、 ５０～５９

歳 δ王、１％ で最 も 比 率頑 嵩 いカミ、 ３０ 歳 未 溝 で は

１塁．８％ と 低く な っ て い 危。 全 体 で ２ 番 冒 に多 か

っ 危 曙 慣 は な い」 は、 ３０ 歳 未 満 ７４．４％、 ３０

～３９ 歳 鯉．７％ で は最 も 比 率 が 商 い 訴、 郷 ～ 鯉

歳 ３０
．
４ ％

、
５０ ～５９ 歳 ２８

．
５跳

、
６０ 歳 以 上 五２

．
５％

と 年 齢 が 上 淡 る 毎 に 低く なっ て い 危。

伝 統食 の伝 承 の機会 の ひと つ と考 完ら 扱を

「手 作 り の 食 事 で 会 嚢 す るｊ は、 逐．７％ ～ １４．６％・

で あり、
「お 店 に集 ま り 殊 食 す るコ、 曙 慣 は な

い」、
「調 理 済 み の も の を購 入 し会 食 す るｊ に艶

較 して、 どの 年 代 で も 其 通 して 低 い こを が わ か

つ た

２） 次 撞代への伝承の意欲と伝承の機会 （図２）

「伝統食を次抵代に伝 完彪いと 思う」 と いう儀

承 の 意 欲 は、 晦 い」１８遂 人 （蝿．７％） で ある の

に 対 し、
「伝 統 食 を 次 世代 ほ 伝 完る 機会 熊 あ

る」と い う 伝 承 の 機会 ほ、
「は いｊ艀 人（１６．６％）

と 低 が っ 花臼 ま 危、
ギ伝 統 食 を 知 り た い と 思 う」

と い う 伝 承 の 意 欲 は、
「は いｊ 蝸３ 人 （ω．４％）

であるの に隷 し、
ギ伝 統食の 調理を 教わる機会

添 あ る」 と い う 伝 承 の 機 会 は、
「は い」 独 人

（ヱ⑪．９３る） と 獲婁湯、つ た二ご

δ． 伝統食は関連 し淀食に関する価値観と次世

代への伝承の可能佳および健康習慣

五） 食 に関する価値観と伝承の意欲および健康

習慣との関連 （表４）

伝 統食 に関連 し危 食に関す る価値観と して、
「季節の食材・旬の食材を意識 じて選択する」

で旬 の食材 の価値、
「栄養 素を意識 して食材 を

選 択 す るコ で 栄 養 素 の 偲 値、
「レ ト ル ト食 晶 ・

如 工食 晶は でき るだ け使 わ ないよ う に してい

るＪ で加 工食晶の価値、
Ｆ地場産 の食晶を意 識

して選択する」 および 「大東町産の食晶は安心

して使 完るｊ で地場産晶の樋値を、
ｒはいＪ 陀

ち らともい え荏いｊ Ｆいい 完」 の 評定法で樋 値

観 を み 花、

次世代への 伝承の意欲 は、
「伝 統食を次 世代

に 伝 完 危 いと 思 力 晦 統食 を知 り 花 い と 思

刃 を ｒは い」 ｒどち ら と も い 麦 な いコ Ｆい い 完Ｊ

の 評 定 法 で、 伝 承 の 意 欲 を み 危。

ライ フス タイ ルと さま ざま な 健康 の かか わ

り ほ関する研究 から、 ７ つの生活習慣然身体的

な 健康度 と 強く 関連 して い るこ とを ブ レスロ

ー らが明 らかに し な この ７ つ の健 康習慣 は、

「適歪 な睡 眠 をとるＪ 「喫 煙 を しない ゴ 適 正

体 重を維 持 する」 囎 度の飲 酒 を しないヨ ｒ定

期的 にかなり 激 しいス ポーツ をするＪ 「朝食 を

毎 朝 食 べる」 「間 食 を し ない」 で あ る７）
箏 こ こ で

は ７ つの健 康習慣の枠組みに従 い、 曜 眠時聞

を ７ ～ ８ 時 聞 と るＪ 「朝 食 を と る一 「間 食 は ほ

と ん どしな い」 「喫煙 の習 慣 はない 戸 お 酒 を

飲み すぎるこ とはない パ 適 度な 体重を維持 し

ている パ 規則的 に運動 している一 について 「は

伝譲篶を淡笹残に｛≡…え潅いと患う

覆…侵 漬を災 披 代１二鍾 更る篶釜≡淋あ る

｛……鮫 倉害 姻覇たいと息う

儘絞讐ω幻覆を籔わる篶会淋ある

鉋 は い

饒 いい 羨

１＝１どちらと 飢、浸な い

１＝撫 團答

図２ 次遣代への伝 承の意欲と儀景の 機会 ｎ＝ 蜘３
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い パ い いえ」 で回答 して もらい健 康習慣をみ

危。 得点の商いほうか健康的な生活習 慣である。

「季節の 食材・旬の 食材を意識 して選択する」

に ｒは い」 と 答 え た 人 は、 全 体 で は ５４，１％ で あ

る。 こ れ１こ対 して 「伝 統 食 を 次 世 代 に 伝 完 危 い

と 思う」 人 の 中 で は ６６．８％ で あり、
「伝 統 食 を

知 り た い と 恩 う」 人の 申 で は ６７１５％ で あっ た。

ま 危、 ブ レ ス ロ ー 得 点 ６ ～ ７ 点 の 人 の 申 で は

６７．６ ％ で あ り 、 Ｏ ～ ３ 点 ４６
．
３ ％

、
４ ～ ５ 点

５４．塾％ に 比 較 して 高 く な っ て い 危。

喋 養 素を意識して 食材 を選択する」 に 「は

い」 と 答 え 危 人 は、
全 体 で は３５．２％ で あ る。 こ

れに 対 して 「伝統 食 を次 世代 に伝 えた いと 思

う」 人 の 中 で は ４５．１％ で あ り、
「伝 統食 を 知 り

た い と 思 う」 人 の 中 で は ４４．２％ で あっ た。 ブ レ

ス ロ ー 得 点 ６ ～ ７ 点 の 人 の 申 で は ５２．９％ で あ

り
、

０ ～ ３ 点 ２５
．
２ ％

、
４ ～ ５ 点 ３６．３ ％ に 比 較 し

て 高く な っ て い た、

「レ トル ト食 品 ・ 加 工 奮 品 は でき る だ け使 わ

な い よ う は して い るｊ にｒは い」 と答 乏 た 人 は、

全体 で は ３０，３％ であ る。 こ れ に 斌 して ｒ伝 統食

を次 世 代 に 伝 えた い と 思 う」人 の 中 で は、３７．５％

であり、
「伝統 食を知りた いと恩 う」 人の中 で

は ４５．４％ で あっ た。 ブ レス ロ ー 得 点 ６ ～ ７ 点 の

人 の 中 で は ４２
，
６ ％ で あ り

、
Ｏ ～ ３ 点 ２３．６

％
、

４

～ ５点 ２９．Ｏ％ に 比較 して 高 く な っ て い た。

「地場産 の食晶を意識 して選択する」１こ 「は

い」 と 答 完 た 人 は、 全 体 で は ３６．５％ で あ る。 こ

れ に対 して、
「伝 統食を次 世代に伝 えたいと 思

うｊ 人 の中 で は ４７．３％ であ り、
「伝 統 食 を無 り

たい と 思 うＪ 人 の 申 で は ４７．９％ で あ っ た。 ブ レ

ス１コ ー 得 点 ６ ～ ７ 点 の 人 の 申 で は ５２．９％ で あ

り、
Ｏ ～ ３ 点 ２２

，
８％

、
４ ～ ５ 点 ３９，６ ％ に 比 較 し

て 高く な って い た。

ｒ大 東町産の食晶 は安 心して使 えるｊ に ｒは

い」 と 答 完 た 人 は、 全 体 で は ５１．６％ で あ る。 こ

れに対 して、
「伝統食 を次世代 に伝えた いと思

う」 人 の 申 で は ５９．８％ で あり、
「伝 統 食 を 知 り

危 い を 思 う」 人 の 中 で は ６１．３％で あっ た。 ブ レ

ス 回 一 得 点 ６ ～ ７ 点 の 人 の 申 で は ６逐．７％ で あ

り
、

Ｏ ～ ３ 点 ３８．２％、 ４ ～ ５ 点 ５７
．
５％ に 比 較 し

て 高く な っ て い た。

２） 伝統食の伝承への意欲と健康習慣

「伝統食を次世代に伝完たいと思う」 に 「は

い」 と 回 答 し危 人 で は、 ブ レス ロ ー 得 点 の平 場

値 は ４．３ 点 で あ っ た、
「どち ら と も い え な い」の

人 で は ４，１ 点、
竈い い 完」 の 人 で は ３．４

点 で あ る

の と 比 較 し て、
「は い」 の 人 の 得 点 の 平 淘 値 が

高 く な っ て い た （図 ３）。
「伝統 食を知りたいと思うｊ に 「はい」 と回

答 した 人 で ば、
ブ レス 団 一 得 点 の 平 場 値 は ４．３

点 で あり、
「どち らと も い え な い一 の 人 で は ４．１

点、
ｒい い え」 の 人 で は ３．７点 で ある の と 比較

して、
「は い」 の 人 の 得 点 の 平 淘 値 が 高 く 荏 っ

てい た （図４）。

２２

３６

３４

”
６

０ ２
３ ３

５４
４８

３８

４４

５
４

２５

牛 はい
十 どちらともいえない

ヰ いいえ

３１

焔
６

７
５

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 無 回 答 ブレスロー 得煮 ≡

図３ 次遣代に料理を儘えたい人 の健康習慣 〔；４０３
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図４ 伝統食を麹りたいと思う人の健康習 慣 炉 柵３

ブレス蘭 一鴛 点

ｙ．
考 察

１． 伝 統 食 を め ぐる 現 状

冒常の食卓 における伝統食の実態は、 まず伝

統食の主な 食材 である野菜の入手方法 では、 全

体では６割近い人カミス ーパー で野菜類を入手し

ており、 農産物の非生産者においては約８割が

ス ー パ ー で 入 手 して い る こ と が わ か っ た自 一 方

で、 年 齢 那 上 がる ごと に自 家 製 添 多 く なり、 ６０

歳 以上 で は逆転 して 自 家製 の割 合の ほう 茄多

い 結 果 だっ た
。

三 世 代 同 屠 ・ 四 世 代 同 屠 の 家 庭

で はス ー パ ー より 自 家 製 淡 多い こ と、 農 産 物 の

生 産者で ば６割近く が自家製であった。

伝 統食 の 認 知 に つい て は、 芋沫・と ろ ろ ご飯、

落 花 生 の 煮 豆、 お な っ と う は、
「知 っ て い る一、

「料理 でき る」、
「食 べ る こ と が ある」 と 高 い 比

率 で回 答 さ れ る の に対 し、 お ひ ら、 戦 国 汁 ・ 祭

り 汁凡 呉 汁、で は 晦 っ て い る」、
「料 理 で き る」、

「食 べる こ と が ある」 の どれ に つ い て も 低 い 回

答であり、 伝統食の中にも伝承されているもの

と、 伝 承 さ れ な い も の の あ る こ と 淋 う がカミえ た。

家 族 構 成カミ三 撞 代 同 屠、 四 世 代 同 居 で は、
「全

て 知 らな い」 の 回 答カミな い こ と や、
ｒ全 て 料 理

しないｊ の 回答が少なく、 子傑添食べる習慣に

ついて も 「全て食べない」 の回答はないことか

ら、 老年者のいる家庭で は伝承の機会のあるこ

とがうかカ岐 る。 単身者 において は ｒ全て料理

しな いＪの 回 答 ポ 約 ７割 あり、伝 統 食 の 伝 承 が
、

共に 料理 し、 共に昧わうことで伝え られてきて

いること から、 家族構成の変化の影響の大きい

こ と 淡 わ か る、

本 調 査 で は、 伝 統 養 に 関 する 知 識 ・ 情 報 と し

て 回答 を求 めた、
「生 活 してい る土地の気 侯風

土で採れ危旬 の作物カミ体に良いとい う考え方」

を 「知 っ て い るコ 人 が 約 ６ 割、 主 な 調 理 者 で は

約 ８割あり、 また に の考 えを敢り入れたい」

と考えている人が約 ７割、 主な調理者では約 ８

割 あ っ 淀。 こ のこ と か ら、 地 場 産 の 食 物 に 樋 値

を 見 出 して い る と い 完 る。 これ は、 伝 統 食 に 関

達 した食 に関す る 価値 観 につ いて の間い に 対

して、 「季 節 の 食 材 ・ 旬 の 食 材 を 意 識 して 選 択

す る」 人 が ５ 割 以 上 あ り、
「地 場 産 の 食 晶 を 意

識 して 選択する」 約４割、
ｒ大 東町産 の食晶は

安 心 して 使 麦 るＪ 約 ５ 割、 と い う 回 答 か ら も、

地場産晶 に一定の価 値を置 いていると いえる。

伝 統 食の伝 承 を 促進 す る杜会 生 活習 慣と し

て、 堀域 の人との会食の習慣について回答 を求

め たカミ、 伝 承 の機 会 の ひ と つ と考 え た 「手 作 り

の食事で会食する」 は、 年齢を閥わず王割 前後

で あ っ だ。 ま た、 地 域 の 人と の 会 食 の習 慣 の な

い 人 は、 全 体 で ３７．２％ で あっ たカミ、 ６０ 歳 以 上

で は １２．５
％

、 ５０ 歳 代 で は ２８
．
５％

、
４０ 歳 代 で は

３２
．
１ ％

、
３０ 歳 代 で は ４２，７％

、
３０ 歳 未 満 で は

７４．４％ で あ り、 年 齢 が 下カミる ほ ど地 域 の人 と の

２８



会 食 の 習 慣 の な い人カミ多 かっ た。

次 栓 代へ の伝 統食 の伝 承の 意欲 と 伝承 の機

会につい ては、 「伝 統食を次 世代に伝 完危いと

思 うｊ 人 ４５．７％、
「伝 続 食 を 知 り た い と 思 う」

人 ４０．遂％ と、 辿 割 の 人 が 伝 承 の 意 欲 を 持 っ て い

る地 し か し、
「伝 統 食 を 次 世 代 に 伝 完 る機 会 が

あ る」１６．６％、
ｒ伝 統 食 の調 理 を 教 わ る 機 会 沸 あ

る」 １０．９跳 と、 伝 承 の 機 会 の あ る人 は約 １ 割 に

過 ぎ な い。

２． 俵 統食の伝承の可能性

小倣 らは、 出梨県欄 原の食生活およ び家族形

態の変化についての調査を平成１０年に案施 し、

その結果大家族・拡 大家族の減少、 農 業従 事者

の減少 の薯 しい地域において、 食物科 学的に伝

統食淡有効であるという情報訴あっても、 体に

良い 伝統 食の み を食 する こと はも はや あり え

ず、 食 文化を家庭内 で親から子へと 継承して ゆ

く こ と は 難 しく な っ て い る と 考 え、 伝 統食 の 調

理 法、 食 ぺ 方 と いっ 危 有 用 な清 報 を、 意識 的 に

次 世 代 に 継 承 す る こ と を 提 言 して い る８）
竈

今回の 調査結果 淋ら、 伝統食の伝 承は三世代

同屠、 四撞代同居の家族構成で良く伝 承される

カ§、 大 東 町 に お い て も、 就 業人 口 に 占 め る、 農

業 従 事 者 は昭 和 ５５ 年 に ２７．３％ で あ る が、 平 成

７ 年 で は １５．６％ と なっ て お り、 一 撞 帯 あ た り の

人 員 は ３．７ 人 と な っ て い る９）
、 杜 会 構 造 の 変化

の申で農 村に多い大家 族は減少傾向 であり、 既

に地域 での 手作 り の食 事の 共食 の機会 は少な

く な っ て い た。 伝 統 食 に 一 定 の 価 値 観 を 置 き、

伝統食の 伝承の意欲 はあっても、 伝承の機会は

現 状で は わ ず か で ある こ と が わ かっ 危。 住 ん で

い る 地 域 の 環 境 ・ 風 土 の 申 で創 意 ・ 工 夫 さ れ、

生きて ゆく た めの 先人 の知 恵で 受け 継カミれて

き危食事の良さを継 承するには、 家庭内での伝

承に任 せ る だけで なく 意図 的に 伝承 の機 会 を

設 けるこ とカミ大東 町 に為い て も必 要と 思われ

た
。

３． 伝統食の伝承と健康習慣

伊藤は、２１世紀にお いて生活習債病の予防と

食文化の継承が申心的課題であり、 食薮育の果

定す役割の大きいことを述べ
、 食の健康教育に

おい て偶 人 の行動 を 支援す る 杜会 環境カミ必 要

で あ る と し て い る １Ｏ）
。

ま危吉池は、 個入 の食行動の 変容 を支援する

危 め の 環 境 作 り と して、 地 域、 職 域 で、 健 康 や

栄養 に 関す る学 習の 場を 提 供する 機会 を増 や

し、 それに参加する者 （特に若隼者） を増加 さ

せ る こ と を冒 標 に あ げて いるユ王）
。

今回、 食に関する樋値観について関心を持 っ

て い る 人 で は、 関 心 を 持 って い 荏 い 人 に比 較 し

て、 伝 統 食 の 伝 承 の 意 欲 添 高 かっ た自 ま た、
ブ

レス寝一 の健康習慣 の得点カ塙 い人 ほど、 食に

関す る 価値 観 につ いて 関心 を拷 って いる 人淋

多 かっ 彪。 伝 統 食 に 関 心 を持 つ こ と で、 食 に 関

する樋値観や健康習慣に影響を与えられるか

は、 今 回 の 調 査 結 果 か ら は わ か らな い 赫、 そ の

可能性 はあると思われ、 食を通 しての健康教育

に どの よう な 方策カミ良い かを検 討す るこ と が

今 後 の 課題 で あ る邊

珊．
ま と め

大東町の壮年期の男女４０３名 を対象 に、 伝統

食の伝 承 の実 態と 伝承 に対 す る意識 を調 査 し

危、 伝統食の中にも伝承 の実態に は違い崩見ら

れ 危
。

ま た
、

伝 承 の 意 欲 は あっ て も、 現 状 で は

伝 承の機 会は少なかった。 伝統食 に関連 した食

に関す る 緬値 観お よ び伝 承の 意欲 と縫 康習 慣

と の 関 連カミ示 唆 さ れ た。
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査研究助成 を受 けて実施 い危しま し忠。
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